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告 示

島根県告示第257号

補助金等交付規則（昭和32年島根県規則第32号）第３条の規定により、Ｒｕｂｙ導入促進支援補助金の交付の対象等を

次のとおり定め、平成21年４月１日から施行する。

平成21年３月31日

島根県知事 溝 口 善兵衛

１ 補助金等の名称

Ｒｕｂｙ導入促進支援補助金

２ 交付の目的

市町村等が公用及び公益事業の用に供するシステムを、プログラミング言語Ｒｕｂｙ（以下「Ｒｕｂｙ」という。）

により開発することを促進することにより、県内企業の競争力を強化し、もってＲｕｂｙを核とした産業振興を図るこ

とを目的とする。

３ 交付の対象となる事務又は事業の内容

Ｒｕｂｙ導入促進支援補助金の対象となる事業は、次に掲げる要件をいずれも満たすシステム開発事業で、知事が認

めるものとする。ただし、他の補助金等の交付を受ける事業は、原則として対象としない。

⑴ 公用及び公益事業の用に供するシステム

⑵ Ｒｕｂｙを用いた部分の開発費が他の言語による開発費より多いシステム

⑶ Ｒｕｂｙの導入により、当該地域におけるＲｕｂｙの普及効果が期待できるもの

⑷ 県内に事業所を有している企業が県内で開発するもの

⑸ システム開発が当該年度で完了するもの

４ 交付の対象となる経費、交付の率及び交付の限度額

交付の対象となる経費 交付の率 交付の限度額

３に掲げるシステム開発事業のう 交付の対象である経費の２分の１ １事業につき、50万円以上500万円以下

ち、Ｒｕｂｙによる開発に係る経費 以内

注 交付しようとする額に1,000円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てる。
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